
第9號 】 長井=肺 結核症ノニ三臨駄的研究921

肺結核症ノ二三臨牀的研究(第 三報)

赤血球沈降速度健常値肺結核患者二就テ
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1緒 言

1918年Faraeusガ 初 メテ赤血球沈降反慮 ナル

血液検査方法 テ紹介 シテ以來之 ハ漸次 廣 ク臨躰

上 二慮 用 セラル ・二至 レリ。殊 二肺結核症 二於

テハ盆 支ソノ償値 ヲ認 メラ レ、今 日肺結核症 ノ

経過及 ビ豫後 テ論 ズルニ當 リテハ重要鋏 クベカ

ラザル モノ トナ レ リ。

赤血球沈降反癒 ナル現象 ノ本態 二就 テハ赤血球

ノ陰性荷電 ガ減少 スル時 二沈 降速度 ハ促進 スル

ト唱 フル者 アリ、 叉血液 内 ノ 「フイブリノー ゲ

ン」量 ガ増加 スル爲 二促進 ス ト考 フル者 ア リ、又

赤血球沈降反鷹 ハ「ヒョ レステ リン」及 ピ 「コ レ
　

ステリン」ノ含有量 ト密接 ノ 關係 ア リトナス者

等 アリテ、未 ダ此 ノ本態 二就 キテハ諸家 ノ見解

一致 テ見ザル有檬 ナ リ
。

然ルニ之 テ肺結核症 二磨 用 シテソノ實際的慣値

ラ賞揚 セル・者二Westergren,Grautenberg,

Hatzky,MUlleru.S.A.又 大 谷誠氏、本多敏

行氏、村上純一氏、三吉敬藏氏等 ノ多撒報告 ア

リ。 ソレ等 ニヨ レバ赤血球沈降速 度ハ結核 ノ病

竈範園若 シクハ組織融解程度 テ示 シ、 且 ツ病勢

ノ進行程度 ラ如實 二表 ハ スモ ノナ リ トノ見解 二

完全 ノ「致 テ ミル ニ至 レリ。

諸家ノ健康人赤血球沈降値
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健康人 ノ赤血球沈降速度値即チ赤血球沈降速度

健常値ハ、別表ノ如ク人種及 ビ検査時 ノ季節等
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ニ ヨリテ諸 家 ノ成績 二多少 ノ相違 ア レ ドモ大禮

二於 テ余 ハ本邦 人 二就 テ爲 セル村 上氏 ノ成績 テ

標準 トシテ男子1-4mm,女 子1--8mm(中 等

値)ヲ 以 テ健常値 トナセ リ。

サ レ ド肺結核症 二於 テモ健康人 ト等 シク赤血球

沈 降速 度健 常値 ラ呈 スル者紗 カラズ。余 ガ弦 二

述 ベ ントスル患者 ハ敦 レモ臨躰的 二立 派 二肺結

核 ト診断 セ ラレタルモ ノニ シテ、 而 モ赤血球沈

降速度健常値 ラ呈 スル者 ナ リ。然 ラバ斯 ル健常

値患者 ハ臨林的 ニハ如何 ナル病歌 テ呈 スル者 ナ

リヤ、是余 ガ研究 セ ン ト欲 スル慮 ナ リ。Banja

&Andersonハ 活動性肺結核患者17.3%二 、

AdolfSyllaハ6・1%二 於 テ健常値患者 テ見 タ

リ ト。爾余 ガ本研究 ノ要 旨 ラ北里研究所 ノ研究

會席上 ニテ登 表 セル後 二於 テSchulte-Tigges

及 ビ熊 谷内科 岡部英一氏 ノ本 問題 二關 スル報告

二接 シ大 イニ興 味 テ深 フスル塵 アリ。Schulte・

Tiggesハ 肺 結核 ノ早期診断上 ヨリミタル赤沈

反磨iノ慣値論 テナ シ、極 最近 ノThieleノ 研 究

ハ大 イニ注 目 スベキモ ノナ リ トテ彼 ガHeilst一

蕊tteRheinland二 於 ケル5150例 ノ肺結核患者

二就 キテ赤沈反磨 テ行 ヒテソノ結,果開放性患者

ノ11.4%ハ1-5mmノ 健 常値 ラ呈 シ、13・5%

ガ6-10mmテ 呈 スル事實 ヨリシテ、 赤沈反慮

ノ健 常値 テ以 テ結核症 テ否定 スル事 ハ不可能 ナ

ル事 ラ力説 セ リ。 岡部氏 ハ慢姓肺結核患者423

人 二於 テ1・2%二 叉221例 ノ 早期浸潤 二 於 テ

7.7%二 赤 血球沈降速度健常値患者 テ見出 セリ。

II實 験方法

實験方 法ハWestergrenノ 赤 血球沈降速度測定

法 二從 ヒテ該專用 ノ注射器 ラ用 ヒ、3.8%絢 擶

酸曹達 溶液 ト鯵血 セ シメザル被検者血液 トテ正

確 二4封1ノ 割合 二探血混合 シ、之 テ完全 二清

洗乾燥 セル 「ピペ.ト 」二吸引 シテ直立 テ嚴 ニ シ

テ室 内温度18度 乃 至22度 二静置 セ リ。探血 ハ

常 二室腹時 ニ シテ大部分 ハ朝食前 ラ選べ リ。爾

又女子 ニア リテハ月経時前後 テ避 ケタ リ。

被検者 ハ2年 以下3ケ 月以 上李均約7ケ 月間湘

南 「サナ トリウム」(院長武久徳太郎學 士)二 入院

療養 セル18歳 以 上60.etノ 男 女302例 ノ肺結核

患者 ニ シテ、短月1同 以上該検査 ラ施行 セ リ。

而 シテ所謂中等位 テ算出 シテ ソノ沈 降値 トナ

シ、大禮 熊谷内科教 室 ノ規 定 テ標準 トシテ左 ノ

順 二歴分 セ リ。

健 常値(n>1-4mm(但 女 子 ハ1-8mm)

弱 度 促進(a)5(女 ハ9)一 一23mm

中等 度促進(b♪24-55mm

強 度 促進(c>56mm以 上

第 】 表

肺結核患者ノ赤血球沈降速度

貿 倣}%

健 常 値 42113.9

弱 度促 進 8・}26.8

中等度促進 96 27.5

強度 促 進 83 31.8

合 計 302 100.0

全経過 中 ノ最高沈降慣 テ以 テ ソノ患者 ノ赤沈値

トナ セルニ、 別表 ノ如 ク 強度促進83例(31.8

%〉 、 中等度促進96例(27.5%)、 弱 度促進81例

(26♂8%)ニ シ テ、毎同常 二健 常値 テ呈 セル者 ハ

42名 ニ シテ13.9%ナ リ キ。此 ノ健常値卒 ハ

Heilst5tteRheinland二 於 ケルThiele/13.5

%二 略 く一致 セルモノナ リ。i眩 二於 テ余ハ此 ノ

赤血球沈 降速度健常値 テ 呈 セル肺結核患42例

ヲ・縮括 シ、以 テ斯 ル種 ノ肺結核症 ノ トレル病駄

及 ビ経過 テ究 明 セ ント欲 ス。

111病 期 トノ關係

赤沈健常値患者41例(1例 ラ 都合 ニ ヨリ除 ク)

二就 キテツルバ ン、 グルハル トノ分類法 ニ ヨリ

テ大盟病期 ノ程度 テ調査 セルニ、1期 二属 スル

者22例 、皿期 二属 スル者19例 ニ シテ,m期 二屡
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第 ウ
扁 表

病 期
期 實 数 %

1 22 53.7

皿 19 46.3

皿 0 0

計 41 100.0
奮

スル者無 シ。 今假 二百分卒 二於 テ之 ラ ミレバ 玉

期53。7%ニ シテ、ll期46.3%ナ リ。 即 チ赤沈

反磨健常値 テ呈 スル肺結核患者 ノ過牛撒 ハ1期

二屡 スル極 ク輕症者 ニ シテ、重症者 ハ皆無 ノ有

様 ナ リ。

IV喀Utbl關 係

赤沈反鷹健常値 ノ肺結核患者 ノ喀疾喀出 ノ割合

及 ピソノ模様二就キ調査 セルニ、該患者42例 中

喀疾テ喀出スル者26例 、喀庚 テ喀出セザルモ

ノ16例 ナリ。即 チ赤沈反鷹健常値患者 ノ喀疾

第3表

喀 疾

實 籔 %

有 26 61.9

無 16 38.ユ

計 42 100.0

一般患者78 ,2%

喀 出者 ハ61.9%ナ リ。之 テ 第1回 報告 二於 テ

述ベ タル同 「サナ トリウムJノ ー般肺結核患者 ノ

喀疾喀 出率78.2%二 比較 ス レバ健常値患者撒

二於 テハ遙 二低傘 ニ シテ、假 ニー般肺結核患者

ノ喀疾喀出率 ラ100ナ ル指撒 テ以 テ表 ハ セバ、

健常値患者 ノ夫 ハ79二 過 ギズ。今喀疾 テ 喀出

セル26例 二就 キテ入院時 ト退院時 トニ於 ケル

各1日 ノ喀疾喀 出量 ノ推 移 ラ ミレバ

(1)1㏄ 一 →2c.a

(2)コc£ 一 →1ca

(3)25cc-→Oc,a

(4)1c.a-→3().c.

〈5)3c.c→10(:.a

(6)5c,c→Oc.c.

(7)7qq→lcq

(8>Oc.c-→1c・a

(9)2◎G-→1・5c.q

(10)2c.c.一 →Oc.c・

(11)6c.a→2c島

(12)5c鳥 一→1c・q

(13)3c.q→Oc・a

(14)10◎q→14c.c

(15>8c.a-→Oc・q

(16>3c.q-→1㏄

〈17>5c.c、 →5c.cL

(18)35c.a-→20c.c.

(19)1c.c.一 →Oc.q

(20)3c.c.一 →Oc.c

(21)3cLq-→2ca

(22)3c.a-→1qq

(23>10c・c・ 一→80q

(24)4c.c.一 →1c.c.

(25)1c.c.一 一→1c・c・

〈26)0。5c、q-一 一一)5c.c,,

ナ リ。(但 、入院時 ノ喀疾量 トハ「サナ トリウム」

入院1週 間後 二於 ケル5日 間 ノ李均 ニ シテ、退

院時 モ亦5日 間 ノ李均 テ以 テ表 ハセ リ。爾喀疾

ハ必 ズ喀疾 「コ"」プ」二喀出 セ シメ24時 間 ラ以 テ

締 切 トナ シテ之 デ メスチ リンデル」二移 シ、唾

液及 ビ泡沫層 ヲ除 キタテ喀疾層 ノ ミラ讃 ミ以 テ

各人 ソ ノ日ノ喀疾量 トナ セ リ〉。

1日 ノ喀庚量 ハ 最高35caニ シ テ最低 トシテハ

0.5qa迄 ヲ認 メ タ リ,而 シテ準均7ケ 月間 ノ「サ

ナ トリウムj療 法 ニ ヨ リテ1日 卒均約5・6qcヨ

リ約3.10α 二減 少 セリ。退院時 二於 テ反 テ喀疾

量 ノ増加 セル6例 ラ除 ケバ他 ハ悉 ク経 過 ニツ レ

テ漸次喀疾量 ラ減 少 セル ラ認 メ タリ。第1同 報

告 二於 テ述ベ タルー般肺結核患者 ノ喀疾 量ハ同

期間 内二於 テ1日 李均22c.cヨ リ15㏄ ・二減 量 セ

ル ニ比較 ス レバ、赤沈 反慮健常肺結核 患者 ノソ

ノ量 ハ約4分 ノ1二 過 ギズ シテ、而モ前者 ヨ リ

モ ヨリヨク減 量 セルテ認 ム。即 チ喀疾喀出量及

ビソノ減 量 ノ程度 ヨリ シテ該 健常値患者 ハ維過

良好 ナル事 テ窺 ヒ知 ル.

V開 放性患者率a就 テ

赤沈反慮健常値患者中ニハ結核菌 ヲ・喀疾中二排

出スル所謂開放性患者ハ如何 ナル割合二存スル

モノナリヤ。今42例 ノ健常値患者 ニツキテ毎週

1回 チー ル氏法 ニヨ リテ染色鏡検 シ、 全経過 中

毎回喀疾中 二結 核菌 テ読明 シ得ザ リシモ ノ38

例 ニシテ結核菌 ラ検 出 シ得 タルモ ノ4例 アリes
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第 4 表

開 放 性 患 者 率

實 藪 %

有 4 9.5

無 38 90.5

計 42 100.0

一般肺結核患者53 .3%

即 チ赤沈反癒健常値患者 中ニハ9、5%ノ 割合 二

開放性患者 ラ検 出 ス。 嚢 二余 ガ報告 セル同 「サ

ナ トリゥムJノ ー般 肺結核患者 ノ該率53・3%二

比 較 ス レバ、其 ノ差 ハ甚 シクシテ、 即 チ本患者

ノ排結核菌卒 ハ頗 ル低卒 ナル事 ラ知 ル。今 一般

肺結核患者 ノ開放性率 ラ100ナ ル指撒 ニテ表ハ

セバ、本患者 ノ夫 ハ僅18二 過 ギズ。

爾喀疾 中二結核菌 テ護明 セル4例 二就 キテソノ

「ガ フキー」撒 ラ ミルニ、GIナ ル者L1例 、Gli

ナ ル者2例 、GV∬ ナ ル者1例 ナ リ。

前項 二於 テ述 ベタル塵 ノ喀疾喀 出者26例 中、喀

疾 中二結核菌 テ謹明 セル者 ハ4例 ナ レバ、赤沈

反慮健常値患者喀疾 ノ結核菌保有卒ハ15.4%

ナ リ。

之 ラ要 スルニ赤沈 反慮健常値肺結核患者ハ開放

性 ナル者甚 ダ勘 キ事 テ知 ル。

VI有 熱 り 關係

該健常値 ラ呈 セル肺結核患者 ノ有熱程度如何。

郎 チ該患者42例 中、1分 計盟温器テ以テ腋窩5

分間検温 ニヨリテ37℃ 以上 ノ有熱者5例 テ見

第5表

熱

實 撒 %

有 5 11.9

無 37 88.1

計 42 100.0

一般肺結核患者41 .6%

タ リ。 之ハ同患者全艦 ノ11・9%二 當 ル。而 シテ

此 ノ5例 ハ何 レモ37℃ 乃至37・3℃ ノ微熱者 ナ

リ。今余 ノ第1同 報告 二於 テ述 ベ タルー般肺結

核患 者435例 二於 ケ ル有熱者卒41・6%二 比 較

ス レバ ソノ割合 ハ100封28ト ナ リテ、本患者 ノ

有熱 者卒 ハ如何 二低率 ナル カ、全 ク同 日ノ談 ニ

ア ラザル テ知 ル。斯 ル事實 ヨリ赤血球沈降速度

ノ促進 ハ、病艦 ノ熱 ト密接 ノ關係 アルモ ノナル

事 ラ想像 セ シム。

VI【 結核性家族病歴 卜1關 係

該 健常値患者42例 中 ニハ、ソノ家族 病歴 中 二結

核性疾 患 テ 認 ムル者15例 アリ。即 チ本患者 ノ

結 核性家族病歴 ラ有 スル卒 ハ35・7%ナ リ。今 同

關係 テ435例 ノー般肺結核患者 二就 斗テ ミタル

34.3%二 比 較 ス レバ即 チ両者間 ニハ殆 ン ド差 異

ナキ事 テ知 ル。即 ヂ サナ トリウム」療養 テナセ

ル コノ赤沈反鷹健常値患者 ハ特 二結 核性素因 テ

有 スル モ ノニモ非 ザル事 ヲ窺知 セ シム。

第 6 表

結核性家族病歴

1實 轍 %

有 15 35.7

無 27 64.3

計 42 100.0

一般肺結核患者34 .3%

V1■【 肋膜炎経過 トノ關係

42例 ノ該健常値患者 中二へ 嘗 テ肋膜 炎 ヲ経過

セル者10例 ア リ。即 チ本患者 ノ23・8%・ ・既 二

肋膜炎 ヲ経過 セル モ ノナ リ。 此 ノ率 ハ第1同 報

告 二於 テ 述 ベ タルー般肺結核患者 ノ34.7%二

第 7 表

肋 膜 炎(既 往)

實 激%

有1023.8
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無 32 7証 一

計42100.0

一般肺結核患者34 .7%

比 較 ス レバ甚 ダ低李 ナ リ。今、後・者 ノ肋膜 炎経

過卒 ヲ100ナ ル指激 ニテ表 セバ、 本患者 ノ夫 ハ

約68ニ シテ、即チ赤沈反磨健常値 患者ハ肋膜 炎

ラ経過 セル者甚 ダ紗 キ事 テ示 スモ ノナ リ。

工x喀 血 り 關係

赤沈反慮健常値患者 ノ喀血 トノ關係 テ知 ラン ト

欲 シテ42例 ノ本患者 テ検 セルニ、 「サナ トリウ

ム」療養中喀 血2ル 青(但 血疾程度 ノ小肺 出血 ヲ

除外 ス)14例 、 即 チ33.3%ニ シテ、喀ifll.セザル

者28例 、 即 チ66.7%ナ リ。今 一般肺結核患者

(第1同 報 告参 照〉 ノ喀血者率31.3%二 比 較 ス

ルニ先 ヅ雨者 二差 異ナ シ ト認 ムルテ穏 當 トス。

即 チ 赤沈反慮 健常値患者 ハ ソノ33.3%二 於 テ

喀血 テナセル者 ナ レドモ、該 割合バー般肺結核

患者 ノ夫 ト異 ル庭 ナ シ。是以上 ノ諸項 二於 テ述

ベタルガ如 キ重症者紗 キ黙、喀疾喀出者紗 キ黙、

第 8 表

喀 血
雍

實 数1%

有 14 33.3

無 28 66.7

計 弗 100.0

一般肺結核患者31・3%

開放性患者勘・キ黙及 ビ有熱者砂キ等 ノ諸黙 二於

テ本患者ハ遙二優越 セルニモ拘 ラズ、掲 リ喀血

者 ノ率ガー般肺結核患者 ト何等異ル事ナキハ是

興味アル塵ナリト信 ズ.

X総 括及ビ結論

1)302人 ノ「サナ トリウム」肺結核患者 二就 キ

テ、李均7ケ 月 間 ノ在院 中毎月1同 以上赤 血球

沈降速度 ラ検 シ、毎 回健康者 ト等 シキ沈 降速度

即 チ所謂赤沈反慮健常値 ラ呈 セル者42例 二遭

遇 セ リ。即 チコノ全肺結核患者 ノ13.9%ハ 赤 沈

反磨健常値 ラ呈 スルモ ノナ リ。

2>赤 沈反慮健常値患者 ノ過牛撒 ハ1期 二屡 ス

ル輕症者 ニ シテ、 皿期 二属 スルガ如 キ重症者 ハ

皆無 ナ リ。

3>該 患者 バー般 肺結核患者 二比較 ス レバ喀疾

喀 出スルモ ノ甚少ケ レドモ、爾61.9%ハ 喀疾喀 出

者 ナ リ。今同 「サナ トリウムJ患 者全禮 ノ喀疾喀

出率 テ100ト セバ、赤沈反慮健常値 肺結核患者

ノソレハ79二 當トル。

4>赤 沈反慮健常値 患者 ノ喀 出 スル喀疾量 ノ1

人1日 李均量 へllサ ナ トリウム」入院時 二於 テ

5.6caナ リ シガ、 退院時 二於 テハ3.1cα 二減少

セリ。此 ノ喀疾量 バー般喀疾喀出肺結核患 者 ノ

ソレノ1/4二 過 ギズ シテ爾又後者 ヨ リモ「サナ

トリウム1療 法 ニ ヨリテ ヨリヨク減量 セ ル ラ認

ム0

5)該 健 常値患者 ノ喀 疾中 二結核菌 ヲ排出 スル

所謂開放性 ナルモ ノハ9・5%ニ シテ、第1同 報

告 二於 テ述 ベ タルー般肺結核 患者 ノ開放性患者

傘53.3%二 比較 ス レバ極 メイ低卒 ニ シテ、今、

後者 ノ割合 ラ100二 表 セ バ 前者 ノソ レ・・僅18

二過 ギズ。

6)赤 沈反磨健常値 患者 ハ 有熱者撒僅少 ニ シ

テ、余 ノー般 肺結核患者 ノ有熱者撒率 ラ假 二

100ナ ル指撒 ニテ表 ハセバ、 本患者 ノ有熱 者率

ハ僅28二 過 ギズ◎而 モ其等 ハ全 ク微熱 二屡 ス。

此 ノ事實 ハ、第1回 報告 二於 テ述ベ タル有熱肺

結 核患者 ガ特 二赤沈値 ノ不良 ナ リ シ成績 ト合 セ

慮 フルニ、未 ダ本態 ノ鮮 ナ ラザル赤血球沈降速

度 ナル反慮 ハ肺結核症 二於 テハ病龍 ノ熱 ト因果

的 二密接 ノ關係 アルモ ノナル事 ヲ教示 スルモ ノ

ナルガ如 シ。

7>該 健 常値肺結核患者 ノ35.7%ハ 家 族病歴

中二結核性疾患 テ有 ス。該卒 バー般肺結核患者

ト異 ル トコロ無 シ。
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8)赤 沈反磨健常値患者ニシテ嘗 テ肋膜炎テ経

過 セル者ハ23・8%ニ シテ、該卒テー般肺結核患

者 ト比較 スレバIOOlbl6Sト ナ リテ甚 グ低率ナ

ノレ事ラ識ル。

9》 赤沈反磨健常値患者 ノ33.3%ハ 喀血 セル

者ナ リ。(但血疾程度 ノ小肺出並且ヲ除外ス)該傘

バー般肺結核患者 ト異ル所ナシ。

既述 セルガ如 ク、重症者紗 キ鮎、喀疾喀出者紗

キ黙、開放性患者勘キ鮎及 ビ有熱者砂 キ等 ノ諸

黙 二於 テ、本患者バー般肺結核患者二遙二優越
わ 》レ_Pt土ts9-"糖}1瞠 ㎡露十,レ 紘,レ 〈ご土 嶽4飴 三

於テ乙般患者 ト異ル事 ナキハ興味 アル事 ト愚准

ス0

10)叙 上ノ諸項二亙 リテ述ベタル如 久 肺結核

患者中常二赤血球沈降速度健常値 テ呈 スル者

ハ、諸種 ノ貼二於テ輕症者 ニシテ豫後良好 ノモ

ノナル事ラ立詮 ス。

欄筆二當 リ、御指導 ト御校閲 ヲ賜 ザタル草間滋

教授蚊二湘南「サナ トリウム」院長武久學士二謹

ミテ感謝 ノ意ラ表ス。

(本論文要旨ハ昭和8年12月 北里研究所研究會

ニテ登表セリ)。

XI主 要文獄

1) Faraeus R.,  t'Jber die Ursachen der ver-
minderten  Suspensionsstabilitat der  Blutkorper-
chen  wdhrend der Schwangerschaft. (Biochem. 
Zt., Bd. 89,  1918). 2)  Midler, Die Behandlung 
der  Blutkorperchensenkungsreaktion  fur die Be-
urteilung der Lungentuberkulose. (Z. f. Tbk., Bd. 
38, 1923). 3) Banjai & Anderson, Arch. of 

 int. Med., 1930, 46, 787. 4)  Sylla, A., Med. 
Klinik, 1932, Jg. 28, 686 u. 721.  5) Schulte-
Tigges, Einiges zur Frage der  Friihdiagnose 
der Lungentuberkulose. (Deut. M. W. Nr. 36,
1 934).6)村 上 純 一,肺 結 核 二於 ケ ル赤 血球 沈

降 速 度 二就 テ.(京 都醫 雑.第19卷.第6號.大 正

11).7)岡 部英一,赤 血球沈降反應(東 北醫雑.

第17卷.昭 和9).8)三 吉敬藏,赤 血球沈降速

度 ノ本態二關スル實驗的研究.(成醫 會雑.第49巻.

昭和5).9)枚 田官三朗,肺 結核症二於ケル赤

血球沈降速度 二就テ.(結 核.第2卷.大 正13).

10)佐 々虎雄,小 林芳夫,肺 結核 ノ臨牀 二於ケル

赤血球沈降反應 ノ意義.(結 核.第8卷.昭 和5).

11)浅 井貞臣,肺 結核患者二於 ケル赤血球沈降

速度「グロプリン」比傘ノ「コンゴロー ト」係數 ノ豫

後的意義及ビ其ノ相互關係二就テ.(結 核.第9卷.

昭和6).12)長 井盛至,肺 結核患者ノニ三臨

牀的研究.(第 一報)肺結核ノ臨牀的統計觀察.(結

核.第13卷.第7號.昭 和10).




